
（参考） 応援し隊事業のＰＲ

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

タウン情報誌

ケーブルテレビ県ＨＰ 県ＳＮＳ

地方新聞
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とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
（１１） よくある質問（マッチング編）

Ｑ４ 相手団体がどんな団体か知りたい。Ｑ４ 相手団体がどんな団体か知りたい。
Ａ４ 気になる団体があれば、県にお問い合わせください。

県が募集する協働活動以外でも、地域や企業、大学等の
連携先をお求めであれば御紹介いたします。また、毎年、
「ふるさと団体」「協働パートナー」の交流会を開催して
いますので、御参加ください。

Ａ４ 気になる団体があれば、県にお問い合わせください。
県が募集する協働活動以外でも、地域や企業、大学等の
連携先をお求めであれば御紹介いたします。また、毎年、
「ふるさと団体」「協働パートナー」の交流会を開催して
いますので、御参加ください。

交流会の様子

Ｒ６クイズ大会＆意見交換 Ｒ５ワークショップ
お題「農山村保全のために自

分たちができること」 28



とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
（１２） よくある質問（協働パートナー編）

Ｑ５ 企業としてすでに地域貢献に取り組んでいるが、応援し隊に
参加するメリットは︖

Ｑ５ 企業としてすでに地域貢献に取り組んでいるが、応援し隊に
参加するメリットは︖

Ａ５ 通年で様々な内容、地域で活動があるので、活動
の裾野が広がります。活動の内容は、県がＨＰ、
ＳＮＳ、事業パンフレットなどで広く情報発信します。

また、参加日数１０日以上かつ参加者１００名を
達成された協働パートナーには県が感謝状を贈呈します。

Ａ５ 通年で様々な内容、地域で活動があるので、活動
の裾野が広がります。活動の内容は、県がＨＰ、
ＳＮＳ、事業パンフレットなどで広く情報発信します。

また、参加日数１０日以上かつ参加者１００名を
達成された協働パートナーには県が感謝状を贈呈します。

Ｑ６ 協働パートナーが負担する経費はあるのか︖Ｑ６ 協働パートナーが負担する経費はあるのか︖

Ａ６ 協働パートナーである企業・大学、または参加者個人に
参加に必要な交通費及びボランティア保険の保険料を
ご負担いただきます。また、作業に必要な服装や、必要な
飲食は原則、参加者個人でご準備ください。

ただし、県で、ペットボトル１本の飲料と軍手の配布、
草刈り鎌や収穫ばさみ等の貸し出しをする場合があります
ので、個別の募集の詳細を御確認ください。

Ａ６ 協働パートナーである企業・大学、または参加者個人に
参加に必要な交通費及びボランティア保険の保険料を
ご負担いただきます。また、作業に必要な服装や、必要な
飲食は原則、参加者個人でご準備ください。

ただし、県で、ペットボトル１本の飲料と軍手の配布、
草刈り鎌や収穫ばさみ等の貸し出しをする場合があります
ので、個別の募集の詳細を御確認ください。
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（参考） 感謝状の贈呈（Ｈ２６～）

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

【感謝状の贈呈の基準】
１ 協働パートナーとして県と協定を締結した日以降の

協働活動が，累計で１０日以上，且つ，累計参加
人数が１００人以上であること

２ 「自社商品の提供」の協働パートナーにあっては，
協働活動への商品提供の累計回 数が２０回以上と
する。

年度 協働パートナー名 主な活動内容
学校法人 四国大学 農村舞台設営、集落の環境整備等
徳島インディゴソックス球団 「坂本ひな街道」設営、御輿担ぎ等
（株）リブドゥコーポレーション 農村舞台設営、集落の環境整備等
大塚製薬（株）徳島本部 飲料の提供
四国コカ・コーラボトリング(株)徳島支店 飲料の提供
（株）阿波銀行 ユズの収穫、集落道の整備等
NPO法人 ウイ・ライク・リバー徳島 里山の景観保全、集落道の整備
西精工株式会社 農村舞台設営、集落の環境整備等
中国四国農政局 四国東部農地防災事務所 ごうしゅいも収穫、集落道の整備等
日本酪農協同株式会社 徳島工場 飲料の提供
（株）徳島銀行 棚田保全、古民家の再生等
松本コンサルタント 農村舞台設営、集落の環境整備等
（株）福村 飲料の提供

H30 BX朝日建材（株） 棚田保全、集落の環境整備等
R1 徳島大学 八朔の収穫作業、集落の環境整備等
R2 徳島県農業協同組合中央会 梅干し作り、地域イベント活動支援等

（株）ジャパンビバレッジ徳島支店 飲料の提供
徳島ペプシコーラ販売（株） 飲料の提供

R5 徳島文理大学 ゆず収穫作業、地域イベント活動支援等

R3

H29

H28

Ｈ27

Ｈ26

令和6年度末時点
感謝状贈呈 19団体
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とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
（１２） よくある質問（協働パートナー編）

Ｑ８ 各団体の責任者の同行は必要か︖Ｑ８ 各団体の責任者の同行は必要か︖

Ａ８ 必要ありません。当日は県もしくは県の委託業者が進捗
管理を行います。なお、前日もしくは当日の緊急連絡先
として、参加者全員と連絡がとれる参加者代表の方を
各団体毎に事前に教えていただきます。

Ａ８ 必要ありません。当日は県もしくは県の委託業者が進捗
管理を行います。なお、前日もしくは当日の緊急連絡先
として、参加者全員と連絡がとれる参加者代表の方を
各団体毎に事前に教えていただきます。

Ｑ９ 参加者数、参加日数などのノルマはあるのか︖Ｑ９ 参加者数、参加日数などのノルマはあるのか︖
Ａ９ ノルマは設定していません。各団体の御都合に

合わせて御参加ください。
Ａ９ ノルマは設定していません。各団体の御都合に

合わせて御参加ください。

Ｑ７ 学生は山奥まで行く交通手段がないが、支援はあるのか︖Ｑ７ 学生は山奥まで行く交通手段がないが、支援はあるのか︖

Ａ７ 交通手段の確保が難しい学生や１台の自動車への
乗り合わせができない参加者１０名以上の場合は、
県が現場までの交通手段を支援します。

Ａ７ 交通手段の確保が難しい学生や１台の自動車への
乗り合わせができない参加者１０名以上の場合は、
県が現場までの交通手段を支援します。
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（１３） よくある質問（ふるさと団体編）

Ｑ１０ 応援にきてもらうのに事務手続きはどれくらい必要か。Ｑ１０ 応援にきてもらうのに事務手続きはどれくらい必要か。
Ａ１０ ふるさと団体に登録後は、年に１回、年間スケジュール

の調査はありますが、応援毎に報告書などの書類作成は
必要ありません。

応援の募集に向けて、 １ヶ月半前から県と電話やメール
で詳細のやりとりは必要です。

Ａ１０ ふるさと団体に登録後は、年に１回、年間スケジュール
の調査はありますが、応援毎に報告書などの書類作成は
必要ありません。

応援の募集に向けて、 １ヶ月半前から県と電話やメール
で詳細のやりとりは必要です。

Ｑ１２ 農作物の収穫作業は応援してもらえるか。Ｑ１２ 農作物の収穫作業は応援してもらえるか。

Ａ１２ 応援は可能ですが、あくまで都市と農山漁村の交流が
目的の有志のボランティアですので農作業経験はない
ことを前提に作業を割り振ってください。

作業によって商品価値を損ねる可能性があること、
時間内にノルマを達成できないことをご承知ください。

Ａ１２ 応援は可能ですが、あくまで都市と農山漁村の交流が
目的の有志のボランティアですので農作業経験はない
ことを前提に作業を割り振ってください。

作業によって商品価値を損ねる可能性があること、
時間内にノルマを達成できないことをご承知ください。

Ｑ１１ 応援を呼ぶのに費用はかかるか。Ｑ１１ 応援を呼ぶのに費用はかかるか。
Ａ１１ 原則、ふるさと団体の費用負担ありません。応援に必要

な交通費、飲食費、保険料等は協働パートナーもしくは
協働パートナー側の参加者個人の負担でお願いしています。

Ａ１１ 原則、ふるさと団体の費用負担ありません。応援に必要
な交通費、飲食費、保険料等は協働パートナーもしくは
協働パートナー側の参加者個人の負担でお願いしています。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

32



（1３） よくある質問（ふるさと団体編）

Ｑ１３ 作業を行うにあたって注意点は何か︖Ｑ１３ 作業を行うにあたって注意点は何か︖
Ａ１３ 農村と都市との交流を図ることが目的であるので、

ふるさと団体と協働パートナーでなるべく同じ場所
で、協力して作業を行うようにしていただきたい。

Ａ１３ 農村と都市との交流を図ることが目的であるので、
ふるさと団体と協働パートナーでなるべく同じ場所
で、協力して作業を行うようにしていただきたい。

Ｑ１４ 応援への参加者がいない時はどうなるのか。Ｑ１４ 応援への参加者がいない時はどうなるのか。
Ａ１４ 応援は中止になります。万が一、応援への参加者が

いなくても作業ができるよう人員配置を行って
ください。

Ａ１４ 応援は中止になります。万が一、応援への参加者が
いなくても作業ができるよう人員配置を行って
ください。

Ｑ１５ 草刈り機を持ってきてもらえるか。Ｑ１５ 草刈り機を持ってきてもらえるか。
Ａ１５ 参加の条件として付け加えることは可能ですが、

条件を付けるほど参加者は集まりにくくなります。
なお、手作業でも人数が集まれば、同じ時間で

草刈り機以上の作業を行うことができます。

Ａ１５ 参加の条件として付け加えることは可能ですが、
条件を付けるほど参加者は集まりにくくなります。

なお、手作業でも人数が集まれば、同じ時間で
草刈り機以上の作業を行うことができます。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
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（1３） よくある質問（ふるさと団体編）

Ｑ１６ 地域で昼食を作るが、費用の負担を求めていいか。Ｑ１６ 地域で昼食を作るが、費用の負担を求めていいか。
Ａ１６ 構いません。参加者に費用負担を求めたい場合、

応援の募集時にその旨と金額等を事前に明示します
ので事前に御連絡ください。

Ａ１６ 構いません。参加者に費用負担を求めたい場合、
応援の募集時にその旨と金額等を事前に明示します
ので事前に御連絡ください。

Ｑ１７ 参加者にお土産を渡してもいいか。Ｑ１７ 参加者にお土産を渡してもいいか。
Ａ１７ 原則、必要ありませんが、お土産、食事を提供いただ

けると協働パートナーも喜びます。取り組みを続ける
にあたり、無理のない範囲でお願いします。

Ａ１７ 原則、必要ありませんが、お土産、食事を提供いただ
けると協働パートナーも喜びます。取り組みを続ける
にあたり、無理のない範囲でお願いします。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
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（１３） よくある質問（ふるさと団体編）

Ｑ18 多くの人に毎年繰り返し応援して欲しいが、どうしたら
いいか。

Ｑ18 多くの人に毎年繰り返し応援して欲しいが、どうしたら
いいか。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

この質問に対しては、過去に実施したワークショップに基づ
いて回答をしています。
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今後の活動の在り方を探るため「ふるさと団体」
「協働パートナー」が相手の気持ちを想像する
ワークショップを実施。

「応援しに来てくれてうれしい協働パートナー
とは︖」とのお題で意見を集約した結果、

「ふるさと団体」が挙げた
・若者が来てくれるとうれしい
・幅広い交流ができるとうれしい
という、

「ふるさと団体にとって協働パートナーが応援に
来てくれるだけでうれしい」との意見は，
協働パートナーは想像がつかなかったようです。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
（参考）平成２３年度とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊推進会

応援し隊推進会の様子

ふるさと団体 協働パートナー
・若者が来てくれるとうれしい。

☆学生さん，大学生の方々とワークショップをし
たい。
☆学生さん（1泊２日ぐらいの長期体験）。
☆小学生～大学生まで
☆若者，学生（大学・高校）（四国大学以外に経
験無し。）
☆若い人が沢山来て欲しい，

・幅広い交流ができるとうれしい。

☆人年齢は問題ない。
☆いろいろな職業の人。（特定の業種ではなく。
学生も含めた。）

☆一般人（大人）

☆大学の研究として捉えて限界集落について研究
テーマとして作業に参加して欲しい。※土，日に
限らず参加できるのでは？

☆異業種の方からお話を聞かせてもらえるような
団体が楽しいかな。

☆事業化にプラスとなる何かを与えてくださる
方々に応援して欲しい。

☆農山村の今後の産業に結びつく様な企業の協働
パートナーに来て欲しい。

☆オーナー制（水田，果樹）。団体として受付
中。

☆新しい情報や提案（知恵）をしてくれるパート
ナー

☆企画立案段階から協力してくれる団体さん。
☆同じような団体の活動交流みたいな感じ。

・活動を楽しんでもらえるとうれしい。

☆自然が好きな人。 ☆作業を楽しんでもらえるパートナー

☆やる気があり，継続した関係が築ける人。 ☆来て欲しいと思われたい。
☆毎年来て欲しい。

①応援しに来てくれてうれしい協働パートナー

・地域の活性化をうながしてくれるとうれしい。

・継続して来てもらえるとうれしい。
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ふるさと団体 協働パートナー
・理念のある団体と活動したい。

☆生活の知恵技術がある。 ☆未来を見据えて，その目的，目標が明確な団体
☆活動内容と応援団体の理念とが一致している団
体
☆事業化を目指して真剣に取り組んでいる方々を
応援したい。
☆目的がしっかりしている団体
☆未来の子ども達につなぐ森づくり

・地域の事が色々聞けるアットホームな団体と活動したい。

☆（受け入れ側なので回答は控えますが・・・）
集落としてまとまりがありいろいろなグループの
人々に来ていただきたい。我々は比較的オープン
なつもりです。

☆年齢・体力的に，体を動かす支援より，室内で
お手伝い品柄，地元の方とコミュニケーションの
取れる支援がありがたい。毎年，声を掛けていた
だければいいです。

☆地域の話が聞けるところ。 ☆アットホームな雰囲気のある団代
☆山間地でおりますので，できれば海の方と何か
活動できれば。

☆応援した団体が食であれば食べれたり，食でな
くとも関連した事が体験できればよい。
☆意見交換できたり，現地の活動を聞けるような
団体

･地域の子ども達と活動したい。

☆子ども達と一緒に参加できる活動

･活動内容が楽しい活動がしたい。

☆郷土料理が出るところ
☆提供する側から，
・美郷石積み＋修復体験
・美郷梅作り（剪定，収穫，梅酒つくり）
・川遊び，キャンプ
・まわりおどり復活プロジェクト（おんど・おど
り・夏祭り）とか？
☆個人的には，民宿＋ハイキング登山（案内付
き）。ピザ釜実習も。
☆楽しく活動できる

･事務的にやりやすい活動がしたい。

☆活動する日程が，少なくても１ヶ月前に決まっ
ている団体。業種は特に問いません。（仲間を集
める時間が必要となります。）

②また活動したいふるさと団体

「また活動したいふるさと団体とは︖」とのお題
で意見を集約した結果、
「ふるさと団体」か協働パートナーの立場に
立って想像した
・活動内容が楽しい活動がしたい
という意見については，「協働パートナー」から
挙がりませんでした。

「協働パートナー」から多く寄せられたのは、
・地域のことがいろいろ聞けるアットホームな

団体と活動したい
という意見でした。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

応援し隊推進会の様子

（参考）平成２３年度とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊推進会
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（１３） よくある質問（ふるさと団体編）

Ｑ18 多くの人に毎年繰り返し応援して欲しいが、どうしたら
いいか。

Ｑ18 多くの人に毎年繰り返し応援して欲しいが、どうしたら
いいか。

Ａ18 作業中や作業の合間の休憩時間に、応援して
もらっている作業の意味、地域の歴史や文化のこと、
応援にきてくれてうれしいこと、また次の時にも参加
して欲しいことを伝えてください。

また、応援の募集の際にも、作業内容は「草刈り作業」
であったともしても、耕作放棄地解消、お祭りの準備、
小学生の通学路の安全確保、地域の景観保全、鳥獣被害
対策など、作業の効果や価値を説明すること、また、作業
の根底にある地域のストーリーを発信するが大事です。

Ａ18 作業中や作業の合間の休憩時間に、応援して
もらっている作業の意味、地域の歴史や文化のこと、
応援にきてくれてうれしいこと、また次の時にも参加
して欲しいことを伝えてください。

また、応援の募集の際にも、作業内容は「草刈り作業」
であったともしても、耕作放棄地解消、お祭りの準備、
小学生の通学路の安全確保、地域の景観保全、鳥獣被害
対策など、作業の効果や価値を説明すること、また、作業
の根底にある地域のストーリーを発信するが大事です。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２

とくしま農山漁村（ふるさと）
応援し隊事業が続いている
理由かも︖

休憩中の雑談 作業後の地域の魅力発信 38



協働パートナーへ活動の募集案内例

（例）活動の募集案内

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
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（１４）応援し隊事業の他事業との共通性

・活動人員の確保・・・多面的機能支払交付金事業

・地域が取り組む農用地保全、地域資源活用のツールとして・・・農村RMOモデル形成支援事業

応援し隊事業の応援は、当課の他の事業とも共通している。

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
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（１５） 応援し隊と他事業との関連

○ 当課の各事業は農山漁村地域（ふるさと団体）を応援すると言う点で、つながっている。

ふるさと
水と土指導員

県 民間団体
協働パートナー登録

協働パートナー要請、活動実施後の企業PR協力 【県内外の企業、都市住民】

協働パートナーとして
実践活動時の労働力提供

実践活動時の
受入れ対応
おもてなし

実践活動実施時の
協働パートナー
参加要請

応援し隊活動の
実施調整

ふるさと団体

③ 応援し隊事業

農家 土地改良区

PTA、町内会 社会福祉協議会

多面的活動組織 中山間集落協定

水と土
活動申請

活動費補助
指導・助言

① 指導員
補助事業

農山漁村地域

水と土活動
実践、助言

専門家派遣、
ワークショップの
実施、助言

集落の今後の
在り方の検討に
関する協力依頼

②
魅
力
創
生
事
業

「次の一手」への取組の実施（農村ＲＭＯへの発展、国庫補助事業の実施）

魅力創生事業の成果の実践、
現在の実践活動の更なる発展

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の取り組み２
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とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の今後３
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（１）応援し隊事業の効果と課題

一方で、課題として、

・「ふるさと団体」は、高齢化・人口減少、コロナ禍による活動休止期間の影響もあり、
活動休止、規模縮小する事例が増加

・「協働パートナー」の大半が県内の企業・大学であり、応援する地域、応援への参加者が
固定化しつつある。

・県外の「協働パートナー」の活動参加が低調

これまでの事業効果として、

・イベントやお祭りの継続、産地の維持、環境保全等に一定の効果を発揮

・ふるさと団体、協働パートナーともに新たな申し込みも来ている状況

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の今後３
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徳島県と縁ある県外企業との連携 徳島県人会との連携

（２）応援し隊事業の新たな挑戦

地域により深く、全国から新たな風を呼び込み、関係人口のさらなる増加へ

・県外企業・団体による協働活動への参加促進

・より深い地域との関係性を構築

世界農業遺産との
連携によるCSR効果向上

多面的機能支払交付金事業などの
地元組織とのマッチング強化

農泊や観光との連携による
地域経済との好循環を創出

とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業の今後３
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